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(57)【要約】
【課題】泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食べこぼし汚れのいずれ
の汚れに対しても優れた洗浄効果を発揮する衣料用液体洗浄剤組成物を提供する。
【解決手段】本発明は、非イオン界面活性剤（Ａ）１０質量％以上と、両性界面活性剤（
Ｂ）と、プロテアーゼ、アミラーゼおよびリパーゼの群から選択される少なくとも１種の
酵素（Ｃ）と、下記一般式（Ｉ）で表される化合物（Ｄ）とを含有することを特徴とする
衣料用液体洗浄剤組成物である。
［化１］

［式（Ｉ）中、Ｘ”、Ｙ”、Ｚ”はそれぞれ独立して水素原子、Ｃｎ”Ｈ２ｎ”＋１（ｎ
”は１～３の整数である。）または（ＣＨ３）２ＣＨであり；Ｍは水素原子、アルカリ金
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非イオン界面活性剤（Ａ）１０質量％以上と、両性界面活性剤（Ｂ）と、プロテアーゼ
、アミラーゼおよびリパーゼの群から選択される少なくとも１種の酵素（Ｃ）と、下記一
般式（Ｉ）で表される化合物（Ｄ）とを含有することを特徴とする衣料用液体洗浄剤組成
物。
【化１】

［式（Ｉ）中、Ｘ”、Ｙ”、Ｚ”はそれぞれ独立して水素原子、Ｃｎ”Ｈ２ｎ”＋１（ｎ
”は１～３の整数である。）または（ＣＨ３）２ＣＨであり；Ｍは水素原子、アルカリ金
属原子、アルカリ土類金属原子、ＮＨ４

＋またはアルカノールアミン類を示す。］
【請求項２】
　前記両性界面活性剤（Ｂ）は、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物（Ｂ１）を含む請
求項１記載の衣料用液体洗浄剤組成物。

【化２】

［式（ＩＩ）中、Ｒ１は炭素数１０～２０の直鎖もしくは分岐鎖状のアルキル基またはア
ルケニル基であり；Ｒ２は炭素数１～５の２価の炭化水素基であり；Ｒ３は水素原子また
はＲ２－ＣＯＯＭ’を示す。Ｍ’は水素原子、アルカリ金属原子、アルカリ土類金属原子
、ＮＨ４

＋またはアルカノールアミン類を示す。］
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣料用液体洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、衣料用の液体洗浄剤組成物は、粉末洗浄剤組成物と比較して、粉むせがない、洗
濯機槽内に充満させた水に溶けやすいなどの点から使用率が増加してきている。
　今後は、特に、洗濯機槽内への洗浄剤組成物の自動投入システムを有する全自動洗濯機
の更なる普及により、液体洗浄剤組成物の使用の伸び率が急速に高くなることが予想され
る。
【０００３】
　一方、衣料用液体洗浄剤組成物には、従来から高い洗浄力が求められている。
　これに対して、たとえば衿袖汚れに代表される皮脂汚れに対する洗浄力の向上等のため
に、特定のポリオキシエチレンアルキルエーテルおよび／または特定のポリオキシエチレ
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ンアルキルエーテル硫酸塩、アルカノールアミン、金属イオン捕捉剤、特定の酸性または
油溶染料が配合された液体洗浄剤組成物が開示されている（特許文献１参照）。
　また、頑固な汚れである泥汚れに対する洗浄力の向上のために、特定の双性イオン性ポ
リマー、ポリアミン分散剤、界面活性剤等の成分が組み合わされた液状洗濯用洗剤組成物
が開示されている（特許文献２参照）。
　また、たとえば各種汚れに適した酵素が配合された粉末状の洗浄剤組成物が提案されて
いる。
【特許文献１】特開２００４－２１０９６１号公報
【特許文献２】特表２００３－５２４０６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、衣料の洗濯においては、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ
等の食べこぼし汚れが落としにくい三大汚れとされており、該三大汚れのいずれの汚れに
対しても高い洗浄効果を有することが求められている。
　これに対し、特許文献１、２に記載の組成物は、いずれも泥汚れに対する洗浄効果は満
足できるものではなく、更なる向上が望まれている。
　また、酵素の配合は、酵素自体の保存安定性の点で、粉末状の洗浄剤組成物においては
それほど問題とはならない。しかしながら、特に液体洗浄剤組成物においては、保存によ
り酵素が失活しやすく、それに伴って洗浄力が低下してしまう等の問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、お
よびカレー汚れ等の食べこぼし汚れのいずれの汚れに対しても優れた洗浄効果を発揮する
衣料用液体洗浄剤組成物を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明においては、非イオン界面活性剤（Ａ）１０質量％
以上と、両性界面活性剤（Ｂ）と、プロテアーゼ、アミラーゼおよびリパーゼの群から選
択される少なくとも１種の酵素（Ｃ）と、下記一般式（Ｉ）で表される化合物（Ｄ）とを
含有することを特徴とする衣料用液体洗浄剤組成物を提案する。
【０００７】
【化１】

［式（Ｉ）中、Ｘ”、Ｙ”、Ｚ”はそれぞれ独立して水素原子、Ｃｎ”Ｈ２ｎ”＋１（ｎ
”は１～３の整数である。）または（ＣＨ３）２ＣＨであり；Ｍは水素原子、アルカリ金
属原子、アルカリ土類金属原子、ＮＨ４

＋またはアルカノールアミン類を示す。］
【０００８】
　また、本発明の衣料用液体洗浄剤組成物においては、前記両性界面活性剤（Ｂ）は、下
記一般式（ＩＩ）で表される化合物（Ｂ１）を含むことが好ましい。
【０００９】
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【化２】

［式（ＩＩ）中、Ｒ１は炭素数１０～２０の直鎖もしくは分岐鎖状のアルキル基またはア
ルケニル基であり；Ｒ２は炭素数１～５の２価の炭化水素基であり；Ｒ３は水素原子また
はＲ２－ＣＯＯＭ’を示す。Ｍ’は水素原子、アルカリ金属原子、アルカリ土類金属原子
、ＮＨ４

＋またはアルカノールアミン類を示す。］
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食べこぼし汚
れのいずれの汚れに対しても優れた洗浄効果を発揮する衣料用液体洗浄剤組成物を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、非イオン界面活性剤（Ａ）（以下、（Ａ）成分と
いう。）と、両性界面活性剤（Ｂ）（以下、（Ｂ）成分という。）と、特定の酵素（Ｃ）
（以下、（Ｃ）成分という。）と、前記一般式（Ｉ）で表される化合物（Ｄ）（以下、（
Ｄ）成分という。）とを含有するものである。
【００１２】
＜（Ａ）成分＞
　本発明において、（Ａ）成分は非イオン界面活性剤である。該（Ａ）成分の含有量は、
本発明の衣料用液体洗浄剤組成物中、１０質量％以上である。該範囲であることにより、
泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食べこぼし汚れの各種汚れ（特に
泥汚れ）に対する洗浄効果を有する衣料用液体洗浄剤組成物が得られる。
【００１３】
　（Ａ）成分としては、特に限定されるものではなく、たとえば炭素数１０～２０のアル
キル基またはアルケニル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加モル数３～２６のポリ
オキシエチレンアルキルエーテル；炭素数８～１８のアルキル基またはアルケニル基を有
し、グルコースユニットの平均付加モル数１～１０のアルキルポリグルコシド；炭素数８
～１８のアルキル基またはアルケニル基を有し、グリセリンユニットの平均付加モル数１
～３のアルキルグリセリルエーテル；炭素数１０～２０の脂肪酸ジエタノールアミド；炭
素数１０～１８のアルキル基またはアルケニル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加
モル数１～３０のメトキシポリオキシエチレンアルカノエート等が挙げられる。
　なかでも、本発明の効果が良好なことから、炭素数１０～２０のアルキル基またはアル
ケニル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加モル数３～２６のポリオキシエチレンア
ルキルエーテルが特に好ましい。
【００１４】
　前記ポリオキシエチレンアルキルエーテルにおいて、アルキル基またはアルケニル基は
、それぞれ直鎖状であってもよく、分岐鎖状であってもよい。アルキル基またはアルケニ
ル基の炭素数は、それぞれ１０～２０であり、１２～１８であることが好ましく、１２～
１５であることがより好ましい。該炭素数が前記範囲であると、特に泥汚れに対する洗浄
力が向上する。
　また、エチレンオキサイドの平均付加モル数は３～２６であり、５～２６であることが
好ましく、５～２０であることがより好ましく、５～１８であることがさらに好ましい。
該平均付加モル数が前記範囲であると、特に泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れに対する洗浄
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力が向上する。また、衣料用液体洗浄剤組成物の液安定性が向上する。
　本発明において、前記ポリオキシエチレンアルキルエーテルは、高級アルコールにエチ
レンオキサイドを、アルカリ触媒等を用いた常法により付加反応させて付加し、製造した
ものを使用することができる。または、市販品を入手することによっても使用することが
できる。該製造において、高級アルコールとしては、直鎖１級アルコール、分岐１級アル
コール、直鎖２級アルコール等が用いられる。
　なお、エチレンオキサイドの平均付加モル数とは、前記高級アルコール１モルに対する
エチレンオキサイドの付加モル数の平均値を示す。
　該ポリオキシエチレンアルキルエーテルは、１種単独であってもよく、２種以上の混合
物（たとえば、炭素数が異なるもの同士の混合物など）であってもよい。
【００１５】
　（Ａ）成分は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　（Ａ）成分の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、１０質量％以上であり、１０～４
５質量％であることが好ましく、より好ましくは１５～４０質量％であり、特に好ましく
は２０～４０質量％である。該範囲の下限値以上であることにより、各種汚れに対する洗
浄力（特に泥汚れに対する洗浄力）が向上する。また、洗濯の際、繊維からいったん剥が
れた汚れが、洗濯液中で充分に分散されるようになって洗浄力が向上する。
【００１６】
＜（Ｂ）成分＞
　本発明において、（Ｂ）成分は両性界面活性剤である。該（Ｂ）成分と、後述の（Ｃ）
成分とを併用することにより、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食
べこぼし汚れの各種汚れに対する洗浄力が向上する。また、該洗浄力が安定に得られる。
【００１７】
　（Ｂ）成分としては、たとえばベタイン、Ｎ－アルキルもしくはアルケニルアミノ酸ま
たはその塩等が挙げられる。
　ベタインとしては、たとえばアルキルベタイン、カルボベタイン、アミドベタイン、ス
ルホベタイン、アミドスルホベタイン、イミダゾリニウムベタイン、ホスホベタイン等が
挙げられる。
　具体的には、ラウリン酸アミドプロピルベタイン等の脂肪酸アミドプロピルベタイン、
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン
、アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン、アルキルヒドロキシスルホベタイン、ラウリル
ジメチルベタイン等のアルキルジメチルベタイン等が挙げられる。
　これらのベタインのなかでもアルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタインが好
ましく、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ラウリルジメチルベタインが特に好ましい
。
　市販品としては、ラウリン酸アミドプロピルベタイン（商品名「ソフタゾリン　ＬＰＢ
」；川研ファインケミカル（株）製）、ラウリルジメチルベタイン（商品名「アンヒトー
ル２４Ｂ」；花王（株）製）等が挙げられる。
【００１８】
　Ｎ－アルキルもしくはアルケニルアミノ酸として具体的には、たとえば前記一般式（Ｉ
Ｉ）で表される化合物（Ｂ１）が好適なものとして挙げられる。
　前記一般式（ＩＩ）中、Ｒ１は、炭素数１０～２０の直鎖もしくは分岐鎖状のアルキル
基、または炭素数１０～２０の直鎖もしくは分岐鎖状のアルケニル基である。好ましくは
、炭素数１０～２０の直鎖もしくは分岐鎖状のアルキル基である。
　Ｒ１において、アルキル基、アルケニル基の炭素数は、それぞれ１０～２０であり、１
０～１８であることが好ましく、１０～１４であることがより好ましく、炭素数１２であ
ることが特に好ましい。
　Ｒ２は、炭素数１～５の２価の炭化水素基であり、好ましくはメチレン基、エチレン基
であり、特に好ましくはエチレン基である。
　Ｍ’は、水素原子；ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属原子；マグネシウム、カル
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シウム等のアルカリ土類金属原子；ＮＨ４
＋；モノエタノールアミン、ジエタノールアミ

ン、トリエタノールアミン等のアルカノールアミン類が挙げられ、なかでもナトリウム、
カリウム等のアルカリ金属原子であることが好ましく、ナトリウムであることが特に好ま
しい。
　Ｒ３は、水素原子またはＲ２－ＣＯＯＭ’を示す。
　Ｒ３が水素原子の場合、化合物（Ｂ１）は、その分子中に１つのＲ２－ＣＯＯＭ’を有
する（かかる化合物（Ｂ１）をモノ体と称する。）。
　Ｒ３がＲ２－ＣＯＯＭ’の場合、化合物（Ｂ１）は、その分子中に２つのＲ２－ＣＯＯ
Ｍ’を有する（かかる化合物（Ｂ１）をジ体と称する。）。
　化合物（Ｂ１）としては、モノ体、ジ体のいずれも用いることができる。
　化合物（Ｂ１）の具体例としては、たとえばＮ－アルキルもしくはアルケニルアミノプ
ロピオン酸またはその塩が挙げられる。
【００１９】
　上記のなかでも、（Ｂ）成分としては、洗浄力（特に泥汚れに対する洗浄力）が向上す
ることから、Ｎ－アルキルもしくはアルケニルアミノ酸またはその塩がより好ましく、前
記一般式（ＩＩ）で表される化合物（Ｂ１）がさらに好ましい。
　市販品としては、たとえばラウリルアミノプロピオン酸Ｎａ（一方社油脂工業（株）製
；モノ体とジ体との混合割合が９０質量％：１０質量％の混合物）等が好適なものとして
挙げられる。
【００２０】
　（Ｂ）成分は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　（Ｂ）成分の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、０．５～１０質量％であることが
好ましく、より好ましくは０．５～５質量％である。該範囲の下限値以上であることによ
り、（Ｂ）成分を含有することによる効果が得られやすくなる。一方、上限値以下である
ことにより、（Ｂ）成分を含有することによる効果が充分に得られ、経済的にも有利とな
る。また、すすぎ時間が短くなり、より好ましい。
【００２１】
＜（Ｃ）成分＞
　本発明において、（Ｃ）成分は、プロテアーゼ、アミラーゼおよびリパーゼの群から選
択される少なくとも１種の酵素である。該（Ｃ）成分と前記（Ｂ）成分とを併用すること
により、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食べこぼし汚れの各種汚
れに対する洗浄力が向上する。また、該洗浄力が安定に得られる。
【００２２】
　本発明において使用できるプロテアーゼは、通常洗剤に用いられているものであれば特
に限定されない。プロテアーゼの具体例としては、ペプシン、トリプシン、キモトリプシ
ン、コラーゲナーゼ、ケラチナーゼ、エラスターゼ、ズブチリシンＢＰＮ’、パパイン、
プロメリン、カルボキシペプチターゼＡおよびＢ、アミノペプチターゼ、アスパーギロペ
プチターゼＡおよびＢ等が挙げられる。
　本発明に使用されるプロテアーゼとしては、特開昭５１－８４０１号公報、特開昭４６
－４３５５１号公報、特開昭４６－４２９５６号公報、特開昭５９－５９１８９号公報、
特開昭５４－６２３８６号公報、特開昭４８－２７９４号公報、特開昭５０－１６４３５
号公報、特開昭５３－１８５９４号公報、特開昭５５－４６７１１号公報、特開昭５７－
４２３１０号公報、特開昭５８－１６２００号公報、特開昭５６－２４５１２号公報、特
開昭４７－１８３２号公報、特開昭５２－３５７５８号公報、特開昭５０－３４６３３号
公報、特公昭４６－４１５９６号公報、特開昭５８－１３４９９０号公報、特開昭５５－
１４０８６号公報、特開昭５１－８２７８３号公報、特開昭５１－１２５４０７号公報、
特開昭５５－３９７９４号公報、特開昭４６－１８４０号公報、特開昭４６－２３９８９
号公報、特開昭５８－１５２８２号公報、特開昭６１－２８０２７８号公報、特開平４－
１９７１８２号公報、特公平３－７９９８７号公報、特開平５－２５４９２号公報などに
記載されているものも使用することができる。
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　また、これらの精製分画物は、勿論、粗酵素およびそれらの造粒物も当然使用すること
ができる。入手可能な市販酵素（プロテアーゼ製剤）としては、サビナーゼ（Ｓａｖｉｎ
ａｓｅ）、アルカラーゼ（Ａｌｃａｌａｓｅ）、エバラーゼ（Ｅｖｅｒｌａｓｅ）、カン
ナーゼ（Ｋａｎｎａｓｅ）、エスペラーゼ（Ｅｓｐｅｒａｚｅ）（以上、商品名；Ｎｏｖ
ｏｚｙｍｅｓ（ノボザイムズ）社製）；ＡＰＩ２１（昭和電工（株）製）；マクサターゼ
（Ｍａｘｔａｚｅ）、マクサカル（Ｍａｘａｃａｌ）、ピュラフェクト（Ｐｕｒａｆｅｃ
ｔ）、マクサぺム、プロペラーゼ（Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ）（以上、商品名；ＧＥＮＥＮＣ
ＯＲ（ジェネンコア）社製）；ＫＡＰ（商品名、花王（株）製）；特開平５－２５４９２
号公報に記載のプロテアーゼＫ－１４、Ｋ－１６（以上、商品名）等を挙げることができ
る。このうち、１種類または２種類以上を組み合わせて使用することもできる。
　本発明におけるプロテアーゼとしては、プロテアーゼ製剤を用いることができ、たとえ
ば、Ｓａｖｉｎａｓｅ１６Ｌ、Ｅｖｅｒｌａｓｅ１６Ｌ（以上、商品名；Ｎｏｖｏｚｙｍ
ｅｓ社製）；Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｌ、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　ＯＸ、Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ　Ｌ
（以上、商品名；ＧＥＮＥＮＣＯＲ社製）等が好適なものとして挙げられ、Ｓａｖｉｎａ
ｓｅ１６Ｌ、Ｅｖｅｒｌａｓｅ１６Ｌが特に好ましい。
【００２３】
　本発明において使用できるアミラーゼとしては、デンプンやグリコーゲンなどのα－１
，４結合を加水分解するα－アミラーゼ、β－アミラーゼ、α－グルコシターゼ、グルコ
アミラーゼ；デンプンやグリコーゲンなどのα－１，６結合を加水分解するグルコアミラ
ーゼ、プルラナーゼ、イソアミラーゼ、アミロ－１，６グルコシターゼ／４－αグルカノ
トランスフェラーゼ、オリゴ－１，６－グルコシターゼ等が挙げられる。
　かかるアミラーゼは、でんぷんを加水分解する酵素であれば特に限定されない。
　本発明に使用されるアミラーゼにおいて、入手可能な市販酵素（アミラーゼ製剤）とし
ては、ターマミル（Ｔｅｒｍａｍｙｌ）、デュラミル（Ｄｕｒａｍｙｌ）、ステインザイ
ム（Ｓｔａｉｎｚｙｍｅ）、プロモザイム（Ｐｒｏｍｏｚｙｍｅ）２００Ｌ（以上、商品
名；ノボザイムズ社製）；マキサミル（Ｍａｘａｍｙｌ）（商品名、ジェネンコア社製）
、プルラナーゼアマノ（商品名、天野製薬社製）、ＤＢ－２５０（商品名、Ａｅｒｏｂａ
ｃｔｅｒ　ａｅｒｏｇｅｎｅｓ　ＡＴＣＣ９６２１由来のプルラナーゼ：クルードまたは
結晶化品、生化学工業社製）等を挙げることができる。このうち、１種類または２種類以
上を組み合わせて使用することもできる。
　本発明におけるアミラーゼとしては、アミラーゼ製剤を用いることができ、たとえば、
デュラミル１６Ｌ、ステインザイム１２Ｌ、ターマミルウルトラ３００Ｌ（以上、商品名
；ノボザイムズ社製）が好適なものとして挙げられ、ステインザイム１２Ｌ、ターマミル
ウルトラ３００Ｌが特に好ましい。
【００２４】
　本発明において使用できるリパーゼとは、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｕｎｉｏｎ　
ｏｆ　Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ（ＩＵ
ＢＭＢ）の推薦（１９９２）に従って、Ｅｎｚｙｍｅ　Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ番
号Ｅ．Ｃ．３．１．１（カルボン酸エステルヒドロラーゼ）下で分類された酵素を示す。
　つまり、リパーゼは、モノ－、ジ－およびトリグリセリド、リン脂質（すべての種類）
、チオエステル、コレステロールエステル、ワックス－エステル、クチン、スベリン、合
成エステル等の脂質の少なくとも１つに存在するエステル結合のタイプの少なくとも１つ
に対して加水分解活性を示す酵素である。つまり、リパーゼとは、従来、リパーゼ、ホス
ホリパーゼ、エステラーゼまたはクチナーゼ等として称せられているものを含んでおり、
天然に存在する酵素、および天然に存在する酵素に比べて１または複数のアミノ酸残基が
変性されている変異体を包含する。
　リパーゼの具体例としては、リポラーゼ、リポラーゼウルトラ、ライペックス、ライペ
ックス１００Ｌ（以上、商品名；ノボザイムズ社製）、リポサム（商品名、昭和電工（株
）製）等の市販のリパーゼ（リパーゼ製剤）を挙げることができる。
　本発明におけるリパーゼとしては、たとえば、リポラーゼウルトラ、ライペックス、ラ
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イペックス１００Ｌ（以上、商品名；ノボザイムズ社製）が好適なものとして挙げられ、
ライペックス１００Ｌが特に好ましい。
【００２５】
　（Ｃ）成分は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　（Ｃ）成分の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、０．１～３質量％であることが好
ましく、０．1～１質量％であることがより好ましい。該範囲の下限値以上であることに
より、各種汚れに対する洗浄力（特に皮脂汚れ等の油性汚れに対する洗浄力）が向上する
。一方、上限値以下であることにより、各種汚れに対する洗浄力が充分に得られ、経済的
にも有利となる。
【００２６】
　（Ｃ）成分は、通常の造粒法に基づき、安定剤、フィラー、増量剤、増白剤、バインダ
ー、コーテイング剤等との造粒物としたものを用いることもできる。また、２種以上の酵
素の造粒に際しては、別々に造粒してもよいし、酵素を混合し、同一造粒物としてもよい
。通常、酵素造粒物中の酵素の含有量としては、酵素タンパク量として０．１～１０質量
％程度であり、好ましくは０．５～５質量％であり、より好ましくは１～３質量％である
。
　酵素含有粒子の造粒方法としては、特開昭５３－６４８４号公報、特開昭６０－２６２
９００号公報、特開昭６２－２５７９９０号公報、特開平１－１１２９８３号公報、特表
平３－５０３７７５号公報、特表平４－５０３３６９号公報、特開２０００－１７８５９
３号公報記載の方法等が挙げられる。
　上記酵素含有粒子の平均粒子径は、溶解性および保存安定性の点から、２００～１００
０μｍが好ましく、より好ましくは３００～７００μｍである。
　なお、衣料用液体洗浄剤組成物中の酵素タンパク量の定量は、必要に応じて塩析法、沈
殿法、限外濾過法等の分離手段により粗酵素を得た後、公知の方法により精製結晶化する
か、あるいはドデシル硫酸ナトリウム（ＳＤＳ）－ポリアクリルアミドゲル電気泳動で形
成されるバンドを公知の染色法によって染色し、染色の程度を既知の酵素精製品と比較す
ることにより可能である。
【００２７】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物においては、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分とを併用するこ
とにより、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食べこぼし汚れの各種
汚れに対する洗浄力が安定に得られる。かかる理由については定かではないが、おそらく
、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分との併用により、液体洗浄剤組成物中で（Ｃ）成分が安定に溶
存することができ、それによって経時による（Ｃ）成分の活性低下が抑制されるため、前
記洗浄力が安定に得られるようになると推測される。
【００２８】
＜（Ｄ）成分＞
　本発明において、（Ｄ）成分は、前記一般式（Ｉ）で表される化合物である。該（Ｄ）
成分を含有することにより、泥汚れに対する洗浄力がより向上する。
【００２９】
　前記一般式（Ｉ）中、Ｘ”、Ｙ”、Ｚ”は、それぞれ独立して水素原子、Ｃｎ”Ｈ２ｎ

”＋１（ｎ”は１～３の整数である。）または（ＣＨ３）２ＣＨであり、好ましくはＣＨ

３、（ＣＨ３）２ＣＨであり、より好ましくはＣＨ３である。
　Ｍは、前記一般式（ＩＩ）中のＭ’と同様のものが挙げられ、好ましくはナトリウム、
モノエタールアミン、ジエタノールアミンである。
【００３０】
　具体的な化合物の例としては、たとえばベンゼンスルホン酸、ベンゼンスルホン酸ナト
リウム塩、ベンゼンスルホン酸カリウム塩、ベンゼンスルホン酸アンモニウム塩、ベンゼ
ンスルホン酸マグネシウム塩、ベンゼンスルホン酸カルシウム塩、ベンゼンスルホン酸モ
ノエタノールアミン塩、ベンゼンスルホン酸ジエタノールアミン塩、ベンゼンスルホン酸
トリエタノールアミン塩、ｐ－トルエンスルホン酸、ｐ－トルエンスルホン酸ナトリウム
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塩、ｐ－トルエンスルホン酸カリウム塩、ｐ－トルエンスルホン酸アンモニウム塩、ｐ－
トルエンスルホン酸マグネシウム塩、ｐ－トルエンスルホン酸カルシウム塩、ｐ－トルエ
ンスルホン酸モノエタノールアミン塩、ｐ－トルエンスルホン酸ジエタノールアミン塩、
ｐ－トルエンスルホン酸トリエタノールアミン塩、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシレンス
ルホン酸、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシレンスルホン酸ナトリウム塩、ｏ－またはｍ－
またはｐ－キシレンスルホン酸カリウム塩、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシレンスルホン
酸アンモニウム塩、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシレンスルホン酸マグネシウム塩、ｏ－
またはｍ－またはｐ－キシレンスルホン酸カルシウム塩、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシ
レンスルホン酸モノエタノールアミン塩、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシレンスルホン酸
ジエタノールアミン塩、ｏ－またはｍ－またはｐ－キシレンスルホン酸トリエタノールア
ミン塩、キュメンスルホン酸、キュメンスルホン酸ナトリウム塩、キュメンスルホン酸カ
リウム塩、キュメンスルホン酸アンモニウム塩、キュメンスルホン酸マグネシウム塩、キ
ュメンスルホン酸カルシウム塩、キュメンスルホン酸モノエタノールアミン塩、キュメン
スルホン酸ジエタノールアミン塩、キュメンスルホン酸トリエタノールアミン塩等が挙げ
られる。
　なかでもｐ－トルエンスルホン酸、ｍ－キシレンスルホン酸、キュメンスルホン酸もし
くはこれらのモノエタノールアミン塩が好ましく、ｐ－トルエンスルホン酸、キュメンス
ルホン酸、ｍ－キシレンスルホン酸がより好ましい。
　（Ｄ）成分は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　（Ｄ）成分の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、好ましくは１～１５質量％であり
、より好ましくは、２～１０質量％であり、特に好ましいのは２～６質量％である。（Ｄ
）成分がこの範囲にあると、泥汚れに対する洗浄力がより向上する。また、衣料用液体洗
浄剤組成物の液表面において、該衣料用液体洗浄剤組成物がゲル化することにより形成さ
れる皮膜の生成抑制効果も向上する。
【００３１】
＜任意成分＞
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物には、前記（Ａ）～（Ｄ）成分以外に必要に応じて、
その他の任意成分を配合することができる。
　具体的には、たとえばアルカリ剤を配合することができる。
　アルカリ剤としては、たとえばアルカノールアミン等が挙げられ、モノエタノールアミ
ン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミンが好ましい。
　アルカリ剤は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　アルカリ剤の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、好ましくは０．５～１５質量％で
ある。
【００３２】
　また、衣料用液体洗浄剤組成物は、抑泡剤として好ましくは炭素数８～２２の脂肪酸お
よび／またはその塩を含有してもよい。
　脂肪酸は、炭素数が８～２２のものが好ましく、たとえばカプリル酸、カプリン酸、ラ
ウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸等の飽和脂肪酸；オレイン酸、リ
ノール酸、リノレイン酸等の不飽和脂肪酸のいずれであってもよい。なかでもパルミチン
酸が最も好ましい。
　塩としては、ナトリウム塩、カリウム塩等のアルカリ金属塩；アンモニウム塩；モノエ
タノールアミン塩、ジエタノールアミン塩、トリエタノールアミン塩等のアルカノールア
ミン塩などが挙げられる。
　抑泡剤は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　抑泡剤の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、好ましくは０～１質量％である。
【００３３】
　また、ハイドロトロープ剤としてエチレングリコール、プロピレングリコール、ポリエ
チレングリコール、ポリプロピレングリコール等のグリコール系溶剤；エタノールなどの
アルコール等が挙げられる。なかでも、液安定性がより向上することから、重量平均分子
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量４００～５０００（好ましくは１０００程度）のポリエチレングリコールが好ましい。
また、液安定性と防腐力とがより向上することから、エタノールも好ましい。
　ハイドロトロープ剤は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　ハイドロトロープ剤の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、０．５～１０質量％であ
ることが好ましい。
【００３４】
　また、衣料用液体洗浄剤組成物は、アニオン界面活性剤を配合することができる。
　アニオン界面活性剤としては、たとえば炭素数８～１６のアルキル基を有するアルキル
ベンゼンスルホン酸塩、炭素数１０～２０のアルキル基を有するアルキル硫酸塩；炭素数
１０～２０のアルキル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加モル数１～１０のポリオ
キシエチレンアルキルエ－テル硫酸塩；炭素数１０～２０のアルキル基を有するα－オレ
フィンスルホン酸塩、炭素数１０～２０のアルキル基を有するアルカンスルホン酸塩、炭
素数１０～２０のアルキル基を有するα－スルホ脂肪酸メチルエステル塩；炭素数１０～
２０のアルキル基を有し、エチレンオキサイドの平均付加モル数１～１０のポリオキシエ
チレンアルキルエ－テルカルボン酸塩等が挙げられる。
　アニオン界面活性剤は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　アニオン界面活性剤の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、０～１０質量％であるこ
とが好ましく、より好ましくは１～５質量％である。
【００３５】
　また、衣料用液体洗浄剤組成物は、金属イオン捕捉剤を配合することができる。
　金属イオン捕捉剤としては、たとえばクエン酸；１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホ
スホン酸、ニトリロトリメチレンホスホン酸、エチレンジアミンテトラキスメチレンホス
ホン酸等の有機ホスホン酸誘導体；ニトリロ三酢酸、エチレンジアミン四酢酸、ヒドロキ
シエチルエチレンジアミン３酢酸、ジエチレントリアミン５酢酸、トリエチレンテトラミ
ン６酢酸等のアミノポリ酢酸類；ジカルボキシメチルグルタミン酸等の有機酸類、ポリア
クリル酸等の高分子キレート剤等が挙げられる。なかでも、衣料用液体洗浄剤組成物の保
存安定性の向上効果が良好な点から、有機ホスホン酸誘導体が好ましく、１－ヒドロキシ
エタン－１，１－ジホスホン酸がより好ましい。
　金属イオン捕捉剤は、１種または２種以上混合して用いることができる。
　金属イオン捕捉剤の含有量は、衣料用液体洗浄剤組成物中、０．１～５質量％であるこ
とが好ましく、より好ましくは０．１～３質量％である。
【００３６】
　さらに、本発明にかかる衣料用液体洗浄剤組成物は、再汚染防止を目的としてポリビニ
ルピロリドン、カルボキシメチルセルロース等の再汚染防止剤を０～２質量％；洗浄力向
上を目的としてセルラーゼ等の酵素（プロテアーゼ、アミラーゼおよびリパーゼを除く。
）を０～１質量％；酵素安定化を目的としてホウ酸、ホウ砂、蟻酸またはその塩、塩化カ
ルシウム、硫酸カルシウム等のカルシウム塩類を０～３質量％；風合い向上を目的として
ジメチルシリコーン、ポリエーテル変性シリコーン、アミノ変性シリコーン等のシリコー
ンを０～５質量％；白色衣料の白度向上を目的としてジスチリルビフェニル型等の蛍光増
白剤を０～１質量％；衣料用液体洗浄剤組成物の着色を目的として酸性染料等の色素を０
．０００１～０．００１質量％；香気安定化を目的としてジブチルヒドロキシトルエン等
の酸化防止剤を０．０００１～０．５質量％；液安定性や防腐性を目的として安息香酸ナ
トリウム、ケーソンＣＧ（商品名）等の防腐剤を０．００１～１質量％等を配合すること
ができる。
　また、芳香のための香料としては、特開２００２－１４６３９９号公報に記載の香料成
分、溶剤および安定化剤を含有する香料組成物等が挙げられ、本発明の衣料用液体洗浄剤
組成物中に０．０１～１質量％を配合することができる。
【００３７】
　さらに、ｐＨ調整剤として塩酸、硫酸、リン酸等の無機酸；多価カルボン酸類（コハク
酸、マレイン酸、フマル酸またはそれらの塩など）、ヒドロキシカルボン酸類（クエン酸
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、リンゴ酸、グリコール酸、ｐ－ヒドロキシ安息香酸またはそれらの塩など）等の有機酸
；水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア等が挙げられる。
　ｐＨ調整剤は、１種または２種以上混合して用いることができる。
【００３８】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物（２５℃に調温）のｐＨは、洗浄力（特に泥汚れに対
する洗浄力）と、衣料用液体洗浄剤組成物の保存後（経時で）の洗浄力維持の観点から、
ｐＨ７～１１であることが好ましく、ｐＨ９～１０．５であることがより好ましい。
　なお、ここで「衣料用液体洗浄剤組成物（２５℃に調温）のｐＨ」は、ｐＨメーター（
製品名：ＨＭ－３０Ｇ、東亜ディーケーケー（株）製）等により測定される値を示す。
【００３９】
　本発明の衣料用液体洗浄剤組成物は、好適には水を溶剤として、常法に基づいて製造す
ることができる。
　使用方法は、通常の使用方法、すなわち本発明の衣料用液体洗浄剤組成物（本発明品）
を、洗濯時に洗濯物と一緒に水に投入する方法、洗濯物の各種汚れ部位に本発明品を直接
塗布する方法、本発明品を予め水に溶かして衣類を浸漬する方法等が挙げられる。また、
本発明品を洗濯物に塗布後、適宜放置し、その後、通常の洗濯液（たとえば、従来のアニ
オン界面活性剤を含有する洗浄剤組成物を溶解させた洗濯液など）を用いて通常の洗濯を
行う方法も好ましい。
【００４０】
　本発明によれば、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚れ、およびカレー汚れ等の食べこぼし汚
れのいずれの汚れに対しても優れた洗浄効果を発揮する衣料用液体洗浄剤組成物を提供す
ることができる。
　また、本発明によれば、液体洗浄剤組成物において酵素を安定に配合することができ、
良好な洗浄力が得られる。
【実施例】
【００４１】
　以下に実施例を用いて本発明をさらに詳しく説明するが、本発明はこれら実施例に限定
されるものではない。なお、「％」は特に断りがない限り「質量％」を示す。
【００４２】
≪衣料用液体洗浄剤組成物の製造：実施例１～１６，比較例１～１２≫
　表１、２に示す組成の衣料用液体洗浄剤組成物を、常法に準じて、以下のように製造し
た。
　まず、（Ａ）成分とポリエチレングリコールとを５０℃以下で撹拌、溶解した後、４０
℃以下まで冷却した。その後の工程は、すべて室温～４０℃の間で行った。
　次に、（Ｂ）成分、モノエタノ－ルアミンを加え、撹拌した。次いで、全体量（全体量
を１００質量部とする。）が９０質量部になる様に精製水を加えた後、香料を加え撹拌し
た。
　その後、（Ｃ）成分、（Ｄ）成分、その他の任意成分を加え、撹拌した後、ｐＨを調整
し、残りの精製水を加えて衣料用液体洗浄剤組成物を製造した。
　ｐＨの調整は、衣料用液体洗浄剤組成物の２５℃でのｐＨが、表１、２にそれぞれ示す
ｐＨとなるように、ｐＨ調整剤（水酸化ナトリウムまたは硫酸）を適宜添加することによ
り行った。
　なお、表１、２中の配合量の単位は質量％であり、純分換算量を示す。また、総量が１
００質量％となるように水量を調整した。下記に、表中に示した成分について説明する。
【００４３】
・（Ａ）成分
　Ａ－１：ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏ（ＥＯ）１５Ｈ（ｎ＝１２の化合物と、ｎ＝１３の化合物と
の質量比で５５／４５の混合物）；合成品。
　（Ａ－１の合成方法）
　Ｓａｓｏｌ製の「Ｓａｆｏｌ２３アルコ－ル」（商品名；炭素数１２のアルコールと炭
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素数１３のアルコールとの質量比で５５／４５の混合物、分岐率＊１　５０質量％）２２
４．４ｇ、３０質量％ＮａＯＨ水溶液２．０ｇを、耐圧型反応容器中に採取し、容器内を
窒素置換した。
　次に、温度１００℃、圧力２．０ｋＰａ以下で３０分間脱水してから、温度を１６０℃
まで昇温した。アルコ－ルを撹拌しながら酸化エチレン（ガス状）７６３．６ｇを、吹き
込み管を使って、反応温度が１８０℃を超えないように添加速度を調整しながらアルコ－
ルの液中に徐々に加えた。
　酸化エチレンの添加終了後、温度１８０℃、圧力０．３ＭＰａ以下で３０分間熟成した
後、温度１８０℃、圧力６．０ｋＰａ以下で１０分間未反応の酸化エチレンを留去した。
　次に、温度を１００℃以下まで冷却した後、反応物の１質量％水溶液のｐＨが約７にな
るように、ｐ－トルエンスルホン酸（７０質量％）を加えて中和し、Ａ－１を得た。
　＊１分岐率：分岐率とは、全炭素数に対する分岐鎖を構成する炭素数の割合を示す。
【００４４】
　Ａ－２：（ＣｎＨ２ｎ＋１）ＣＨ （ＣｍＨ２ｍ＋１）Ｏ（ＥＯ）９Ｈ（ｍ＋ｎ＝１１
～１３；炭素数１２～１４の分岐鎖状のアルキル基を有するポリオキシエチレンアルキル
エーテル）、分岐鎖含有２級アルコ－ルの平均ＥＯ（エチレンオキシド）９モル付加物、
日本触媒（株）製、商品名「ソフタノ－ル９０」。
【００４５】
　Ａ－３：ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏ（ＥＯ）１５Ｈ（ｎ＝１２の化合物と、ｎ＝１４の化合物と
の質量比で７１／２９の混合物；合成品。
　（Ａ－３の合成方法）
　Ａ－１の合成方法において、Ｐ＆Ｇ製のＣ１２，１４アルコール（炭素数１２のアルコ
ールと炭素数１４のアルコールとの質量比で７１／２９の混合物；商品名：ＣＯ－１２１
４、分岐率＊１　０質量％）２２４．４ｇと、酸化エチレン（ガス状）７６０．４ｇとを
用いた以外は、Ａ－１の合成方法と同様の方法により合成した。
【００４６】
　Ａ－４：Ｃ１３Ｈ２７Ｏ（ＥＯ）７Ｈ（分岐型の炭素鎖）、ＢＡＳＦ社製、商品名「Ｌ
ｕｔｅｎｚｏｌ　ＴＯ７」。
【００４７】
・（Ｂ）成分
　Ｂ－１：ラウリルアミノプロピオン酸Ｎａ、一方社油脂工業（株）製。
　Ｂ－２：ラウリン酸アミドプロピルベタイン、川研ファインケミカル（株）製、商品名
「ソフタゾリン　ＬＰＢ」。
　Ｂ－３：ラウリルジメチルベタイン、花王（株）製、商品名「アンヒト－ル２４Ｂ」。
【００４８】
・（Ｃ）成分
　Ｃ－１：プロテアーゼ、ノボザイムズ製、商品名「エバラーゼ１６Ｌ　ＴｙｐｅＥＸ」
。
　Ｃ－２：アミラーゼ、ノボザイムズ製、商品名「ステインザイム１２Ｌ」。
　Ｃ－３：プロテアーゼ、ノボザイムズ製、商品名「サビナーゼ１６Ｌ」。
　Ｃ－４：アミラ－ゼ、ノボザイムズ製、商品名「ターマミルウルトラ３００Ｌ」。
　Ｃ－５：リパーゼ、ノボザイムズ製、商品名「ライペックス１００Ｌ」。
【００４９】
・（Ｄ）成分
　Ｄ－１：ｐ－トルエンスルホン酸、協和発酵工業（株）製。
　Ｄ－２：キュメンスルホン酸、テイカ（株）製、商品名「テイカトックス　５００」。
　Ｄ－３：ｍ－キシレンスルホン酸、三菱ガス化学（株）製、商品名「ＳＸＡ－６０」。
【００５０】
・任意成分
　モノエタノ－ルアミン：（株）日本触媒製。
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　パルミチン酸：日本油脂（株）製。
　エタノ－ル：ＮＥＤＯ製、商品名「９５ｖｏｌ％合成エタノール」。
　ポリエチレングリコ－ル：日本油脂（株）製、商品名「ＰＥＧ＃１０００」。
　ＨＥＤＰ：１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸、ＡＬＢＲＩＴＥ＆ＷＩＬＳ
ＯＮ製、商品名「ＢＲＩＱＵＥＳＴ　ＡＤＰＡ－Ａ」。
　香料組成物：特開２００２－１４６３９９号公報記載の表１１～１８記載の香料組成物
Ａ～Ｄ。
　硫酸：東邦亜鉛（株）製。
　水酸化ナトリウム：鶴見曹達（株）製。
【００５１】
≪評価≫
　得られた衣料用液体洗浄剤組成物について、以下に示す方法及び評価基準によって、泥
汚れ、油性汚れの代表として皮脂汚れ、食べこぼし汚れの代表としてカレー汚れに対する
洗浄力の評価を行い、その結果を表１、２にそれぞれ併記した。
【００５２】
＜泥汚れ汚染布の調製＞
　園芸用黒土（ｋｙｏｔｏｃｈｉｙａ製）１０ｇを秤量し、水道水５００ｇ中に投入し、
ホモジナイザー（ＫＩＮＥＭＡＴＩＣＡスイス）社製、商品名「ポリトロン　Ｔｙｐｅ　
ＰＴ　１０／３５」にて、８０ｒｐｍで約５分間分散させた。
　得られた泥分散液中に、１０ｃｍ×２５ｃｍに裁断した綿メリヤスニット布（（株）谷
頭商店製　染色試材、綿ニット未シル晒）（以下、「原布」という。）１５枚を浸漬させ
、かかる綿メリヤスニット布を手で良く揉み、綿メリヤスニット布全体に均一に泥分散液
を含ませた。そして、その綿メリヤスニット布を取り出し、ロ－ラ－で軽く絞った。１時
間自然乾燥させた後、１０５℃の恒温槽にて、さらに１時間乾燥させた。
　最後に、綿メリヤスニット布表面をウレタンスポンジで擦り、余分な泥粒子を落とした
ものをモデル泥汚れ布として、評価に供した。
　上記で調製した各モデル泥汚れ布を５枚（各２×２ｃｍ２）に分断し、これを評価布（
汚染布）として、実験に使用した。
　洗浄方法としては、汚染布５枚あたり、各例の衣料用液体洗浄剤組成物０．６ｇを塗布
し、５分間放置後、５枚の汚染布をそのままＴｅｒｇ－Ｏ－Ｔｏｍｅｔｅｒに投入し、２
５℃水道水（硬度３ＤＨ）０．９Ｌを入れ、１２０ｒｐｍで１０分間撹拌した後、二槽式
洗濯機（三菱電機（株）製、品番：ＣＷ－Ｃ３０Ａ１－Ｈ１）に移し、１分間脱水した。
その後、１分間流水すすぎ、１分間脱水をした後、風乾した。
【００５３】
＜皮脂汚れ汚染布の調製＞
　１０ｃｍ角に裁断した１００番手の綿平織り布（原布）に、顔面の皮脂汚れを擦りつけ
て皮脂汚れ布（汚染布）１０枚を作製し、実験に使用した。
　各例の衣料用液体洗浄剤組成物としては、３０℃で１週間保存する前と後のものをそれ
ぞれ用いた。
　洗浄方法としては、前記保存前後の各例の衣料用液体洗浄剤組成物０．６ｇをＴｅｒｇ
－Ｏ－Ｔｏｍｅｔｅｒに投入し、３０秒間撹拌した後、１０枚の汚染布をそのままＴｅｒ
ｇ－Ｏ－Ｔｏｍｅｔｅｒに投入し、１５℃水道水（硬度３ＤＨ）０．９Ｌを入れ、１２０
ｒｐｍで１０分間撹拌した後、二槽式洗濯機（三菱電機（株）製、品番：ＣＷ－Ｃ３０Ａ
１－Ｈ１）に移し、１分間脱水した。その後、１分間流水すすぎ、１分間脱水をした後、
風乾した。
【００５４】
＜カレー汚れ汚染布の調製＞
　ボンカレーゴ－ルド中辛口（商品名、大塚食品（株））をガーゼでろ過したものをステ
ンレスバットに開けた中に、１００番手の綿平織り布（原布）を約１時間浸漬した後、ブ
ラッシング過剰に付着した汚れを脱落させ、一夜風乾し、１０ｃｍ×１０ｃｍに裁断した
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　各例の衣料用液体洗浄剤組成物としては、３０℃で１週間保存する前と後のものをそれ
ぞれ用いた。
　洗浄方法としては、前記保存前後の各例の衣料用液体洗浄剤組成物０．６ｇを用い、上
記皮脂汚れ汚染布の調製における洗浄方法と同様の方法を用いた。
【００５５】
＜洗浄力の評価方法＞
　泥汚れ、皮脂汚れおよびカレー汚れの各汚れ付着前の原布と、各汚れ付着後の洗浄前後
の汚染布のＺ値（反射率）を、測色色差計（日本電色社製、製品名：ＳＥ２０００）を用
いて測定し、次式により洗浄率（％）を算出した。
　洗浄率（％）＝（洗浄後の各汚れ汚染布のＺ値－洗浄前の各汚れ汚染布のＺ値）／（原
布のＺ値－洗浄前の各汚れ汚染布のＺ値）×１００
　各汚れに対する洗浄力の評価は、上式により算出される洗浄率（％）を用いて、下記基
準において△、○、◎であれば洗浄力が良好であると判定した。なお、洗浄率（％）は、
各汚れ汚染布１０枚の平均値を用いた。
【００５６】
（泥汚れに対する洗浄力）
　◎：洗浄率が３０％以上。
　○：洗浄率が２５％以上３０％未満。
　△：洗浄率が２０％以上２５％未満。
　×：洗浄率が２０％未満。
【００５７】
（皮脂汚れに対する洗浄力）
　◎：洗浄率が６０％以上。
　○：洗浄率が５０％以上６０％未満。
　△：洗浄率が４０％以上５０％未満。
　×：洗浄率が４０％未満。
【００５８】
（カレー汚れに対する洗浄力）
　◎：洗浄率が４０％以上。
　○：洗浄率が３５％以上４０％未満。
　△：洗浄率が３０％以上３５％未満。
　×：洗浄率が３０％未満。
【００５９】
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【００６０】
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【表２】

【００６１】
　表１、２の結果から、本発明にかかる実施例１～１６は、泥汚れ、皮脂汚れ等の油性汚
れ、カレー汚れ等の食べこぼし汚れのいずれの汚れに対しても優れた洗浄効果を発揮する
ことが確認できた。
【００６２】
　また、表１において、Ｂ－１を含有する実施例１～４および実施例７は、保存後の皮脂
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汚れに対する洗浄力が、保存前の皮脂汚れに対する洗浄力に比べて低下することなく、優
れた洗浄効果を発揮することが確認できた。
　また、表２において、Ｂ－１を含有する実施例９～１２および実施例１５は、保存後の
カレー汚れに対する洗浄力が、保存前のカレー汚れに対する洗浄力に比べて低下すること
なく、優れた洗浄効果を発揮することが確認できた。
【００６３】
　一方、比較例１～１２は、いずれかの評価項目が悪いことが確認できた。
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